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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
市
街
中
心
部
の
本
町
通

り
で
は
、
上
下
水
道
の
移
設
、

電
線
共
同
溝
の
埋
設
、
歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整

備
に
よ
り
、
無
電
柱
化
が
進

ん
で
い
る
。
着
工
か
ら
６
年

が
経
過
す
る
が
、
無
電
柱
化

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
本
町
通
り
で
は
現
在
、

国
・
北
海
道
そ
れ
ぞ
れ
の
道

路
管
理
者
に
よ
る
無
電
柱
化

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

国
道
２
３
３
号
は
令
和
６
年

度
中
に
完
了
予
定
で
す
。
道

道
深
川
雨
竜
線
は
、
当
初
計

画
で
は
令
和
10
年
度
ま
で
の

約
10
年
の
事
業
期
間
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
全
区
間

の
電
線
共
同
溝
完
成
後
に
入

線
、
電
柱
撤
去
を
開
始
す
る

方
式
に
変
更
す
る
な
ど
し
、

現
状
は
８
年
度
中
の
完
了
を

見
込
み
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
お
お
む
ね
順
調
に
進

捗
し
て
い
ま
す
。

　
　
駅
前
通
り
歩
道
の
整
備

か
ら
約
30
年
が
た
ち
、
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
停
止
、

歩
道
ブ
ロ
ッ
ク
は
不
安
定
で

歩
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

令
和
８
年
に
は
駅
西
側
に
複

合
施
設
を
建
設
予
定
だ
が
、

今
後
の
歩
道
整
備
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
北
海
道
で
は
無
電
柱
化

及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

を
推
進
し
て
お
り
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
道
道
深
川
雨

竜
線
に
加
え
、
そ
の
後
は
道

道
旭
川
深
川
線
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

２
路
線
の
整
備
が
完
了
し
た

後
に
、
駅
前
通
り
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
を
計
画

し
て
い
る
こ
と
を
北
海
道
に

確
認
し
て
い
ま
す
が
、
時
期

は
未
定
と
な
っ
て
お
り
、
複

合
施
設
の
建
設
も
踏
ま
え
早

期
の
事
業
着
手
に
向
け
、
引

き
続
き
北
海
道
へ
の
要
請
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

みやざわたかし

「令和公明クラブ」

無
電
柱
化
工
事
の
進
捗
状
況
は

令
和
８
年
度
に
全
て
完
了
予
定

無電柱化の推進：
北海道開発局HP

市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

人
材
育
成
で
推
進
体
制
を
強
化

避難所運営マニュ
アル等について：
市HP

　 無電柱化された市道蓬莱
通線

駅
前
通
り
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て

第２回定例会で行った10人の
議員の一般質問を紹介します。

宮澤孝司  議員
う どう まさ お

「公政クラブ」
有働正夫  議員

　
　
市
民
が
早
朝
に
転
倒
し

救
急
車
を
要
請
し
た
際
、
市

立
病
院
へ
搬
送
さ
れ
ず
他
市

の
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
な
ぜ

市
立
病
院
に
搬
送
さ
れ
な
い

の
か
と
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。

他
市
の
病
院
へ
直
接
搬
送
さ

れ
る
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
救
急
事
案
が
発
生
し
、

救
急
隊
か
ら
市
立
病
院
へ
受

入
要
請
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

患
者
の
容
態
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
受
入
れ
の
可
否
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

整
形
・
産
科
事
案
で
医
師
が

専
門
的
な
治
療
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
、
近
隣
の
医

療
機
関
へ
直
接
搬
送
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
特
に
整
形

事
案
は
、
救
急
隊
か
ら
の
報

告
だ
け
で
は
確
定
的
な
診
断

が
困
難
な
状
況
も
あ
る
た
め
、

治
療
を
第
一
に
優
先
し
救
急

対
応
に
当
た
っ
て
い
く
考
え

で
す
。

　
　
子
育
て
世
代
を
対
象
に

新
設
さ
れ
る
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
は
、
親
の
就
労
の

有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も

が
保
育
園
を
利
用
で
き
、
令

和
８
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ

れ
る
。
本
制
度
の
利
点
や
欠

点
、今
後
に
向
け
た
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
１
歳
児
か
ら
利
用
可
能

な
従
来
の
一
時
的
保
育
事
業

と
違
い
、
生
後
６
か
月
か
ら

利
用
で
き
、
保
護
者
に
と
っ

て
大
き
な
利
点
と
考
え
ま
す

が
、
一
部
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
試
行
事
業
で
は
、

子
供
１
人
当
た
り
の
利
用
時

間
は
月
10
時
間
が
上
限
と
さ

れ
、
子
供
が
施
設
に
慣
れ
る

た
め
の
十
分
な
時
間
が
確
保

で
き
な
い
欠
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
在
園
児
に
対
す

る
安
全
な
保
育
環
境
を
確
保

し
つ
つ
、
本
制
度
が
円
滑
に

開
始
さ
れ
る
よ
う
保
育
所
等

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

救
急
患
者
の
対
応
に
つ
い
て

治
療
を
第
一
に
考
え
対
応
す
る

こども誰でも通園
制度：こども家庭
庁HP

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
に
つ
い
て

　
　
民
間
組
織
の
人
口
戦
略

会
議
が
発
表
し
た
報
告
書
で

は
、
深
川
市
を
含
む
北
海
道

内
の
１
１
７
市
町
村
は
将
来

的
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
た
。
魅
力
発
信
を
行

う
専
門
人
材
の
育
成
な
ど
、

市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
専
門
人
材

と
し
て
自
ら
が
移
住
を
経
験

し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
移
住
支
援
員
を
配
置
し
、

移
住
希
望
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
10
月
に
実
施
し
た

機
構
改
革
で
は
、
人
口
減
少

対
策
と
移
住
・
定
住
施
策
が

一
体
的
に
推
進
で
き
る
よ
う

ま
ち
未
来
推
進
課
を
新
設
し
、

推
進
体
制
を
強
化
し
た
中
で

人
材
育
成
に
も
取
り
組
み
、

今
後
も
国
の
動
向
や
社
会
情

勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
有
事
の
際
に
は
、
多
く

の
方
が
避
難
所
で
生
活
を
共

に
す
る
。
避
難
所
へ
の
ペ
ッ

ト
同
伴
避
難
は
、
動
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
方
へ
の
配
慮

な
ど
、
対
応
策
を
し
っ
か
り

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、

市
の
考
え
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
環
境
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

平
成
29
年
３
月
に
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

避
難
所
を
運
営
す
る
際
の
ペ

ッ
ト
同
伴
避
難
に
関
す
る
ル

ー
ル
の
例
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

は
避
難
者
の
居
住
空
間
で
は

な
く
、
別
室
を
設
け
ゲ
ー
ジ

内
で
飼
育
す
る
か
、
屋
外
の

ひ
さ
し
等
が
あ
る
場
所
に
飼

育
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
災
害

時
の
対
応
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
防
災
教
室
や
防
災
訓
練

の
機
会
を
活
用
し
、
周
知
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト

同
伴
避
難
に
つ
い
て

まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員
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市
民
の
公
共
財
産
で
あ

る
道
の
駅
で
は
、
昨
年
末
に

募
集
要
項
を
改
悪
し
テ
ナ
ン

ト
公
募
、
応
募
者
複
数
に
も

か
か
わ
ら
ず
１
社
の
３
コ
ー

ナ
ー
独
占
が
続
い
て
い
る
。

行
政
の
公
平
性
と
公
共
施
設

の
在
り
方
と
し
て
問
題
と
考

え
な
い
か
。

　
　
公
共
施
設
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保
は
大
切
な
視
点

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
今
回
の
道
の
駅

の
テ
ナ
ン
ト
募
集
要
項
は
、

特
段
の
制
限
を
設
定
す
る
こ

と
な
く
、
広
く
募
集
で
き
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

深
川
振
興
公
社
に
お
い
て
、

公
募
に
よ
る
一
連
の
手
続
を

経
て
、
適
切
に
テ
ナ
ン
ト
が

決
定
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
お
り
、
公
共
施
設
に
お
け

る
テ
ナ
ン
ト
選
定
と
し
て
特

段
の
問
題
は
な
い
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

　
　
市
長
は
市
議
時
代
、
庁

舎
建
設
工
事
落
札
率
１
０
０

％
契
約
議
案
へ
の
私
の
反
対

討
論
に
議
事
進
行
し
、
発
言

削
除
に
連
な
っ
た
。
豊
頃
町

不
正
入
札
を
新
聞
は
落
札
率

98
％
と
報
じ
た
。
落
札
率
95

％
超
は
談
合
の
疑
い
は
社
会

常
識
で
は
。

　
　
当
時
、
議
会
と
い
う
公

然
の
場
で
、
一
企
業
に
対
し

根
拠
の
な
い
疑
い
を
か
け
る

こ
と
自
体
が
失
礼
に
当
た
る

と
し
て
、
佐
々
木
議
員
の
反

対
討
論
に
議
事
進
行
を
行
い

ま
し
た
。
な
お
、
他
町
で
起

き
た
事
件
は
大
変
遺
憾
な
こ

と
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
落
札
率
95
％
超
の
入
札

は
談
合
が
疑
わ
れ
る
と
い
う

見
識
が
社
会
の
一
部
に
存
在

す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す

が
、
市
と
し
て
は
、
そ
の
見

識
が
社
会
常
識
と
い
っ
た
考

え
に
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

道
の
駅
独
占
状
態
は
問
題
で
は

特
段
制
限
の
な
い
公
募
で
適
切

道の駅ライスラン
ドふかがわHP

市
外
イ
ベ
ン
ト
で
市
の
Ｐ
Ｒ
を

引
き
続
き
魅
力
発
信
に
努
め
る

精神保健福祉セン
ター（相談のご案
内）：北海道HP

落
札
率
95
％
超
は
談

合
の
疑
い

道の駅ライスランドふか
がわ

市外イベントでのＰＲ活
動

さ さ き かずお

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員

にった あきら

「民主クラブ」
新田　旺  議員

　
　
障
が
い
者
の
雇
用
数
は

20
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更

新
し
た
が
、
法
定
雇
用
率
達

成
企
業
は
全
体
の
約
半
数
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
障
が
い

者
の
意
思
決
定
に
寄
り
添
う

就
労
支
援
体
制
の
構
築
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
一
般
就
労
が
困
難
な
方

が
利
用
で
き
る
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
北
空
知

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

っ
ぷ
る
で
は
、
一
般
就
労
へ

の
移
行
に
際
し
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
深
川
へ
の
同
行
支
援
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
深
川
で
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
滝
川
に
在
職
す
る
障

が
い
者
雇
用
の
専
門
職
員
と

連
携
し
た
相
談
対
応
や
、
雇

用
事
業
主
に
対
す
る
費
用
助

成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
障
が
い
者
の
社
会
参

加
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協

力
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
認
知
症
患
者
と
認
知
機

能
が
低
下
す
る
軽
度
認
知
障

害
の
割
合
が
増
加
し
、
30
年

後
に
は
65
歳
以
上
の
３
人
に

１
人
が
症
状
を
持
つ
と
予
想

さ
れ
る
。
尊
厳
を
保
持
し
希

望
が
持
て
る
よ
う
共
生
社
会

構
築
に
向
け
た
考
え
や
施
策

を
伺
う
。

　
　
市
で
は
、
認
知
症
に
関

す
る
映
画
会
や
講
演
会
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

等
を
実
施
し
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
認
知

症
患
者
が
自
ら
意
向
を
発
信

し
、
家
族
や
関
係
者
で
語
り

合
う
機
会
を
持
て
る
よ
う
認

知
症
カ
フ
ェ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
早
期
か
ら

多
様
な
支
援
に
結
び
つ
け
る

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
立
ち
上

げ
な
ど
、
認
知
症
患
者
や
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
取
組
を
進

め
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
の
支
援
体
制
は

関
係
機
関
と
協
力
し
就
労
支
援

将
来
の
不
安
を
払
拭

す
る
高
齢
者
支
援
を

　
　
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ

ェ
ス
ト
な
ど
の
市
外
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
は
、
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
機
会

だ
と
思
う
。
市
内
の
飲
食
店

や
特
産
品
を
扱
う
事
業
者
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、
市
外

イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る
考
え

を
伺
う
。

　
　
市
外
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
事
業
者
支

援
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
組

と
捉
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
は
、
市
内
事
業
者
と
共

に
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
ト
等
に
出
展
し
て
い
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
か
ら
は
深

川
物
産
館
と
協
力
し
東
京
都

江
東
区
や
宮
崎
県
都
城
市
で

の
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
、
都
市

部
を
中
心
と
し
た
活
動
に
注

力
し
一
定
の
成
果
が
上
が
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、
費
用
対
効

果
を
見
定
め
つ
つ
市
外
で
の

魅
力
発
信
と
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
近
年
、
若
者
の
摂
食
障

害
患
者
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前

よ
り
１
・
５
倍
に
増
加
し
て

お
り
、
摂
食
障
害
に
悩
む
家

族
を
行
政
が
支
援
す
る
取
組

の
例
も
あ
る
。
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
の
実
現
に
も
資
す

る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
北
海
道
で
は
、
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

摂
食
障
害
の
相
談
窓
口
や
、

摂
食
障
害
を
考
え
る
家
族
の

会
を
設
置
し
相
談
対
応
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

市
民
か
ら
摂
食
障
害
に
関
す

る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
等
に

よ
る
丁
寧
な
対
応
を
行
い
、

医
療
機
関
や
保
健
所
、
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
へ
つ
な
げ
て
い
く
ほ

か
、
健
康
教
育
な
ど
の
機
会

を
活
用
し
、
正
し
い
知
識
の

普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

摂
食
障
害
に
悩
む
家

族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

認知症サポーター
になりませんか：
市HP

おおまえあきよ

「民主クラブ」
大前昭代  議員

認知症カフェのチラシ
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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
地
球
温
暖
化
対
策
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海

洋
汚
染
対
策
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
循
環
型
の
ご
み
回

収
・
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

燃
や
せ
る
ご
み
か
ら
、
資
源

ご
み
と
し
て
回
収
す
る
考
え

を
伺
う
。

　
　
現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
と

し
て
収
集
後
、
北
空
知
衛
生

セ
ン
タ
ー
組
合
の
中
継
施
設

を
経
由
し
、
中
・
北
空
知
廃

棄
物
処
理
広
域
連
合
の
焼
却

施
設
で
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

資
源
ご
み
と
し
て
収
集
す
る

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
関
係
す
る
団
体

や
自
治
体
と
十
分
連
携
を
図

り
つ
つ
、
協
議
・
調
整
を
進

め
、
地
域
の
将
来
に
と
っ
て
、

よ
り
良
い
方
向
と
な
る
よ
う

取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ

く
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
の

制
定
が
今
年
度
中
に
予
定
さ

れ
て
お
り
、
子
供
に
関
す
る

施
策
や
支
援
体
制
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
。
本
条
例
の
目

的
や
基
本
的
な
考
え
、
条
例

制
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

　
　
子
ど
も
・
子
育
て
条
例

は
、
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、

将
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
、

家
庭
、
地
域
、
行
政
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
切
れ
目
な
い
支
援
に
社

会
全
体
で
取
り
組
む
た
め
の

礎
と
な
る
理
念
条
例
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
条
例
の
制
定
に
向
け
、

中
高
生
を
対
象
と
し
た
学
生

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
10

月
に
開
催
し
意
見
を
反
映
す

る
考
え
で
あ
り
、
来
年
３
月

の
市
議
会
定
例
会
で
条
例
案

を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

いとう み え こ

「民主クラブ」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
化

関
係
団
体
と
連
携
し
検
討
す
る

若
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

意
見
を
聴
く
場
の
開
催
を
研
究

深川市立病院HP

子
ど
も
・
子
育
て
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

伊藤美恵子  議員
むらかみ まこと

「公政クラブ」
村上　誠  議員

こどもまんなか応
援サポーター宣言
：市HP

深川市立病院

　
　
令
和
５
年
度
の
出
生
率

は
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

少
子
化
の
要
因
で
あ
る
婚
姻

数
の
減
少
は
、
経
済
的
な
不

安
感
な
ど
も
背
景
に
あ
る
た

め
、
結
婚
を
望
む
方
々
に
対

す
る
経
済
的
な
支
援
も
必
要

だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
少
子
化
が
進
む
背
景
に

は
、
未
婚
化
や
晩
婚
化
を
は

じ
め
、
雇
用
状
況
、
社
会
経

済
情
勢
、
子
育
て
の
負
担
感
、

住
宅
の
問
題
な
ど
、
様
々
な

要
因
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
結
婚
支
援

を
含
め
、
雇
用
、
出
産
、
子

育
て
、
住
宅
な
ど
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
全
庁
的
に
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

庁
内
に
お
け
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
中
で
、
有
効
な
支

援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
路
線
バ
ス
循
環
線
の
経

路
・
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
４
年

が
経
過
し
て
い
る
が
、
改
正

前
と
の
乗
車
状
況
の
変
化
は

ど
う
か
。
ま
た
、
定
員
12
人

の
小
型
車
両
に
よ
る
運
行
が

開
始
さ
れ
る
が
、
今
後
の
経

路
・
ダ
イ
ヤ
改
正
等
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
令
和
２
年
４
月
の
経
路

改
正
の
ほ
か
、
３
年
４
月
か

ら
の
夏
ダ
イ
ヤ
に
お
い
て
も
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
に
対
応

し
運
行
ダ
イ
ヤ
を
見
直
し
た

こ
と
に
よ
り
、
元
年
度
は
約

１
万
７
千
人
の
利
用
で
、
途

中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
が

減
少
し
た
時
期
が
あ
っ
た
も

の
の
、
５
年
度
に
は
約
２
万

１
千
人
と
な
り
、
改
正
前
に

比
べ
利
用
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
段
階

で
改
正
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
運
行
事
業
者

と
情
報
交
換
を
継
続
し
、
利

便
性
の
向
上
や
利
用
者
の
確

保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

全
庁
的
に
支
援
策
を
検
討
す
る

市内路線バス「循
環線」：市HP

循
環
線
の
状
況
と
ダ

イ
ヤ
改
正
の
考
え
は

　
　
市
内
在
住
の
若
者
と
意

見
交
換
会
を
実
施
し
、
市
に

対
し
て
多
く
の
意
見
や
期
待

を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

市
内
小
中
高
校
生
、
短
期
大

学
生
が
自
由
に
話
し
合
い
の

で
き
る
場
を
設
け
て
は
ど
う

か
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
若
者
が
地
域
に
関
心
を

持
ち
、
ふ
る
さ
と
深
川
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
育
む
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
中
学
生

を
対
象
と
し
た
ふ
る
さ
と
深

川
未
来
へ
の
提
言
パ
ネ
ル
展

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

６
月
28
日
か
ら
市
内
５
地
区

で
開
催
す
る
市
長
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
状
況
等

を
踏
ま
え
、
市
内
小
中
高
生
、

短
期
大
学
生
の
市
政
に
対
す

る
意
見
を
聴
く
場
の
開
催
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

に
向
け
た
取
組
を
本
年
度
の

重
点
事
業
と
位
置
づ
け
て
い

る
市
に
と
っ
て
、
安
心
し
て

出
産
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
も
必
要
と
思
う
。
市

立
病
院
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
分
娩
対
応
と
今
後
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
現
在
、
産
婦
人
科
は
週

２
回
出
張
医
に
よ
る
外
来
診

療
を
行
っ
て
お
り
、
婦
人
科

疾
患
や
妊
婦
健
診
、
産
後
ケ

ア
の
フ
ォ
ロ
ー
等
を
対
応
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
出
産
で

き
な
い
不
便
さ
は
十
分
に
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
常
勤
医

の
確
保
は
非
常
に
難
し
い
課

題
で
あ
り
、
北
海
道
医
療
計

画
と
整
合
性
を
図
り
、
引
き

続
き
医
師
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
健
診

な
ど
当
院
で
対
応
で
き
る
医

療
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
今
後
も
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

市
立
病
院
の
分
娩
対

応
に
つ
い
て

たばた はるみ

「民主クラブ」
田畑陽美  議員

８月から運行開始予定の
路線バスの小型車両
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一　般　質　問

　
　
清
潔
で
音
声
明
瞭
、
音

漏
れ
が
な
い
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
は
、
耳
の
聞
こ
え
づ
ら

い
方
と
の
大
き
な
声
で
の
会

話
を
避
け
ら
れ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
も
有

効
と
考
え
る
。
市
役
所
窓
口

対
応
に
お
け
る
導
入
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
個
人
情
報

な
ど
が
含
ま
れ
る
相
談
が
あ

っ
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ

個
室
に
案
内
し
て
お
り
、
現

状
、
窓
口
対
応
で
特
段
の
支

障
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
一
部

の
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
助

聴
機
の
利
用
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
来
庁
者
の
皆
さ
ん
か
ら

現
状
の
対
応
以
上
の
要
望
な

ど
を
伺
っ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
当
面
は
現
状
の
運
用

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
状
況
の
変
化
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
、
対
応
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
不
登
校

の
児
童
生
徒
が
増
え
、
理
由

が
多
様
化
し
て
お
り
、
以
前

ま
で
は
学
校
復
帰
が
目
標
と

さ
れ
て
い
た
が
、
環
境
も
変

化
し
て
い
る
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー「
し
ら
か
ば
教
室
」

を
拠
点
と
し
た
学
び
の
場
の

ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
遠
隔
授
業
や
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
な
ど
に
よ
り
、

学
校
以
外
で
も
学
べ
る
環
境

を
整
備
し
、
で
き
る
限
り
学

び
の
保
障
に
努
め
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、教
育
行
政

方
針
で
社
会
的
自
立
と
学
校

復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
う

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応

と
学
び
の
保
障
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
は

当
面
は
現
状
の
運
用
を
継
続

不
登
校
の
児
童
生
徒

の
学
び
の
保
障
は

深川市教育支援セ
ンター：市HP

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

まつもとまさひろ

「令和公明クラブ」
松本雅祐  議員

教育支援センター「しら
かば教室」

■宮澤　孝司 議員
・公立高校の給食について
・補聴器の利用について
・他自治体との交流について

■有働　正夫 議員
・いじめについて

■松原やす子 議員
・家屋のアスベスト問題について
・地方自治法の改正案について

■佐々木一夫 議員
・畑地化促進事業に伴うソバ生産の影響について
・食料・農業・農村基本法について
・教員の過重労働負担軽減と社会的影響について
・職員労働組合事務所について
・市立病院診療放射線課管理職員の市議会に対する虚偽報告について
・公園及び学校のカラス対策について
・放置されている火災家屋について

■新田　　旺 議員
・熊などの有害鳥獣対策について
・独自財源確保の取組について

■大前　昭代 議員
・更年期障害の支援について
・保育士の働き方改革について

■伊藤美恵子 議員
・中学校の制服購入費の助成について
・身寄りのない方への終活支援について

■村上　　誠 議員
・深川市農業振興計画について
・中小企業支援事業について

■田畑　陽美 議員
・町なかの活性化について

■松本　雅祐 議員
・地域医療における市立病院の対応について
・小学校配置方針について
・道の駅ライスランドふかがわのオストメイト対応トイレについて
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